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今月の目次 ｜c o n t e n t s

　
四
国
中
央
市
土
居
町
で
農
業
を
営
む

寺
尾
奏
周
さ
ん
（
27
）。甘
平
中
心
に
ブ

ラ
ッ
ド
オ
レ
ン
ジ
や
ポ
ン
カ
ン
等
、
10
品

目
の
柑
橘
を
栽
培
す
る
就
農
5
年
目
の

若
手
農
業
者
で
す
。農
家
に
生
ま
れ
た
寺

尾
さ
ん
は
、
幼
い
頃
か
ら
両
親
の
仕
事
を

手
伝
い
、
農
業
に
親
し
み
ま
し
た
。家
を

継
ぎ
、
農
業
の
道
に
進
む
こ
と
を
選
択
し

た
寺
尾
さ
ん
は
、
愛
媛
大
学
農
学
部
に
進

学
し
柑
橘
学
を
研
究
し
ま
し
た
。大
学
を

卒
業
後
、
専
業
農
家
と
し
て
柑
橘
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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わ
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寺
尾
さ
ん
家
族
が
経
営
す
る
寺
尾
果
樹
園
は
、

1
9
0
6
年
開
園
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
農
家
で
す
。寺

尾
さ
ん
で
6
代
目
と
な
り
ま
す
。耕
作
面
積
は
寺
尾
果

樹
園
全
体
で
約
6
㌶
を
栽
培
し
、
そ
の
う
ち
約
2
㌶
を

寺
尾
さ
ん
が
担
当
し
て
い
ま
す
。収
穫
し
た
柑
橘
は
主

に
産
直
市
場
へ
の
出
荷
や
、
直
接
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
栽
培
で
は
、
よ
り
糖
度
の
高
い
果
実
を
消
費
者
に
届

け
よ
う
と
、
樹
上
完
熟
に
特
に
気
を
配
り
ま
す
。通
常
よ

り
収
穫
を
遅
ら
せ
樹
上
完
熟
さ
せ
る
こ
と
で
糖
度
が
１

〜
２
度
高
く
な
る
と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、
商
品
に
付
加

価
値
を
つ
け
る
た
め
、
除
草
剤
を
使
用
し
な
い
栽
培
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
寺
尾
果
樹
園
で
は
柑
橘
の
加
工
や
販
売
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。す
っ
き
り
と
し
た
の
ど
ご
し

が
特
徴
の
柑
橘
ジ
ュ
ー
ス
「
極
（
ご
く
っ
）」、
収
穫
か
ら

加
工
ま
で
自
分
た
ち
で
製
造
し
た
「
マ
ー
マ
レ
ー
ド
・

フ
ル
ー
ツ
ソ
ー
ス
」
は
無
添
加
に
こ
だ
わ
っ
た
寺
尾
さ

ん
自
慢
の
商
品
で
す
。作
業
は
父
・
悟
志
さ
ん
（
53
）
と

寺
尾
さ
ん
が
運
搬
な
ど
の
力
仕
事
を
行
い
、
加
工
・
移

動
販
売
は
妹
・
つ
む
ぎ
さ
ん
（
25
）
が
担
当
す
る
な
ど
、

大
変
な
時
は
家
族
で
協
力
・
分
担
し
な
が
ら
農
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。新
し
い
品
種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が

ら
も
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
自
分
た
ち
の
土
地
に

あ
う
品
種
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
エ
コ
認
定
を

受
け
環
境
に
も
優
し
い
農
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。寺
尾
さ
ん
は
、「
お
客
様
に
直
接
販
売
す
る
機
会
が

多
く
、
そ
の
分
喜
び
も
大
き
い
。消
費
者
の
方
の
声
が
聞

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
大
変
な
作
業
も
報
わ
れ
た
気

持
ち
に
な
る
」と
農
業
の
喜
び
を
語
り
ま
す
。

　
昔
な
が
ら
の
急
な
斜
面
地
が
多
く
、
管
内
で
も
柑
橘

農
家
が
年
々
減
り
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
す
。「
作
業
の

能
率
化
・
機
械
化
を
図
り
、
後
の
世
代
が
管
理
し
や
す

い
圃
場
を
確
保
し
品
種
・
園
地
を
継
続
し
た
い
。ど
ん

ど
ん
若
い
世
代
に
も
、
自
分
た
ち
の
地
域
で
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
い
柑
橘
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

消
費
者
か
ら
の
言
葉
が
一
番
の
原
動
力

柑橘ジュース「極（ごくっ）」

柑橘の実だけをふんだんに使った「フルーツソース」

素材の色と香りを損なわぬよう煮上げた「マーマレード」

次
世
代
に
柑
橘
の
魅
力
を
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特
集

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
第
５
期
生
　
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
了

く
わ

●芋炊き

●いちご苗の植え付け

　
11
月
4
日
、
四
国
中
央
市
豊
岡
町
長
田
の
圃
場
と
総
合
経
済
セ
ン
タ
ー
で
第
5

回
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
を
開
き
ま
し
た
。
5
期
生
最
後
の
授
業
は
、
5
月
に
植
え
付

け
た
里
芋
「
伊
予
美
人
」
の
収
穫
と
い
ち
ご
苗
の
植
え
付
け
を
体
験
し
ま
し
た
。

児
童
ら
は
指
導
員
か
ら
説
明
を
受
け
、
鍬
で
里
芋
を
一
株
一
株
丁
寧
に
掘
り
起
こ

し
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
箱
が
里
芋
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
親
子
も
お
り
、
慣
れ
な

い
作
業
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
充
実
し
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
授
業
の
最

後
に
は
、
「
伊
予
美
人
」
を
使
っ
た
芋
炊
き
を
参
加
者
全
員
で
楽
し
み
ま
し
た
。

く
わ
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●里芋「伊予美人」収穫
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J
A
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
I
C
S

　10月4日、総合経済センターで平成
30年度JAうま女性部営農購買部会
を開きました。「自声改革！変えよう我
が家の食卓～よい食を次世代に～」
を活動テーマに、JAうまの特産「伊予
美人」を使った里芋入り炊き込みご
飯や蓮根のつみれ汁、おはぎ等を作
りました。調理後、部員みんなで次世
代に伝えたい料理や思い出の料理について話し合うなど、
楽しい時間を過ごしました。
　また、10月25日には「日々 の暮らしを大切に～地域の文化
を伝えよう～」をテーマに、生活文化部会を開き約50人が出
席しました。四国中央市役所観光交通課の内田康彦さんを
講師として招き、管内の文化や歴史について講演を行いまし
た。内田さんは部員らに、「今日の講演を聞いて町の魅力を
再発見してほしい」と呼びかけました。
　その後、アウトドアコードを使用した「防災ブレスレット」を

作りました。留め具は笛になってお
り、ほどけばひもとして応急手当
や荷物の固定に使用できます。部
員は「簡単に楽しく作ることができ
る。笛としてだけでなく、ひもとして
も使う事ができるので防災時、役
に立つ」と話しました。初めての作
業に苦戦しながらも、部員同士で
教え合いながら防災ブレスレットを
完成させました。

女性部  営農購買部会・
生活文化部会

　11月1日・8日の二日間、南海放送ＪＡバンクえひめ
Presents「元気！えひめ農業」で管内の特産品である
里芋「伊予美人」が紹介されました。
　1日に放送された収穫編では、管内の里芋「伊予美
人」を生産している生産者の圃場での様子、8日の調
理編ではＪＡ
女性部に参
加をいただき、
「伊予美人」
を使った美
味しいレシピ
を実演を交え
て紹介しまし
た。
　8日に放送
した「伊予美
人のピザ」は、
ジャジャうま
市のイベント
等で販売する
予定です。是
非ご賞味下さ
い。

JAうま特産の里芋「伊予美人」
南海放送で紹介されました!

「にこまる」の収穫を記念して
ジャジャうま市、新米まつり

　10月27日・28日の二日間、ジャジャうま市で「にこま
る」の収穫を記念して新米まつりを開催しました。地
元四国中央市の農家が丹精込めた、安心・安全で美
味しいお米を味わってもらおうと、店前には特設テント
が建てられ、新米にこまるで作ったおにぎりの試食や
手作りの豚汁を販売しました。また当日は精米1割増
量サービスを行い、多くのお客さんで賑わいました。
　「にこまる」は、愛媛県が奨励する品種で、粒が大き
く一粒一粒がしっかりと炊き上がり、粘りと柔らかさが
特徴の大変おいしいお米です。
　JAうま直販所、ジャジャうま市・おいでや市では、化
学合成農薬と化学肥料を半減し栽培した「にこまる」
「コシヒカリ」を特別栽培米「うまそだち」として一般販
売しています。「うまそだち」は、愛媛県特別栽培農産
物「エコえひめ」の認証を受
けた四国中央市限定のブラン
ド米で、市内の小中学校と一
部の幼稚園の学校給食で提
供されています。
　また、11月17・18日に行われ
たグリーンフェスタでも「にこ
まる」の販売を行い、沢山の
買物客で賑わいました。

冬の金融キャンペーン
目標達成に向け一致団結

　10月18日、総合経済センターで「冬の金融キャンペー
ン」決起大会を開きました。
　開会で挨拶した篠原組合長は、「JAは総合事業を
通じ、しっかりとした経営基盤を確立し豊かな地域農
業とくらしづくりに貢献してゆかなければなりません。
事業量拡大に向け、総力を挙げ取り組んでもらいた
い」と述べました。
　また、川之江中央支店福田雅典MAが職員を代表
し「積極的な活動を実践し、組合員や地域の皆様か
ら選ばれ信頼される地域ナンバーワンの金融機関に
なれるよう全役職員が一丸となり目標達成に向かっ
て邁進する」と決意表明を行いました。
　このキャンペーンは、JA貯金県下2兆円の維持拡大
に向け、11月1日から年末までJAバンクえひめ、県下統
一で『冬ふく定期貯金』『県内産農畜産物付定期貯
金「えひめのめぐみ」』とたいへんお得なキャンペーン
を同時展開しています。
　詳しくは、JAうま本店または各支店にお問い合わせ
ください。
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O
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　10月15日・16日・20日の3日間、あった
か荘三島で運動会を行いました。
　移動式の玉入れや棒倒し、着付け
競争、パン食い競争等の競技にチャレ
ンジしました。
　紅白に分かれ国旗掲揚から始まり、
2時間近く声援と笑いがフロア中に響
き渡っていました。
　着付け競争ではチャイナドレス、看
護師、セーラー服、ＯＬなど、本人が引
いたカードに変身します。男性が女装
したりと楽しいひと時でした。
　パン食い競争では、なかなか上手く
パンに食いつくことが出来ず悪戦苦
闘。
　とても楽しい運動会となりました。

あったか荘秋の運動会

　9月28日、萩原寺へ萩の花の見学に出掛けまし
た。お祭り後でしたが満開に咲いた萩の花に利用
者はとても喜ばれていました。
　10月8日には、おやつレクでネギ焼きを作りまし
た。各自で役割を決め、「丸の形が悪い」「今醤油

ぬって！！」など
利用者同士で
試行錯誤しな
がら、3時のお
やつにいただき
ました。大変好
評でした。

第7回理事会 平成30年10月30日（火）

大口貸出案件の承認について

理事に対する貸出案件の承認について

オリコ保証型の融資要領の制定・改正について

所有不動産の有効活用について

第37回ＪＡ愛媛県大会議案（組織協議案）に

ついて

出資減口申込の承認について

第 1 号議案

第 2 号議案

第 3 号議案

第 4 号議案

第 5 号議案

第 6 号議案

平成30年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることがありますが、ご了承下さい。

●あったか荘三島  綺麗な花にうっとり

　10月18日・19日
　あったか荘土居にて運動会を行いました。
　紅白に分かれ、応援合戦やゲームを楽しみ
ました。
　職員も参加したお代官様ゲームでは、利用
者や職員が一緒になって
　大笑いし、運動会を楽しみました。

●あったか荘三島●あったか荘土居
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詳しくは、JAうま各支店までお問い合わせ下さい。



9



冬
の
手
入
れ
が
翌
年
の
出
来
を
決
め
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂
　
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　
受
給
権
発
生
の
三
カ
月
前
に
な
る
と
日
本
年
金
機
構

よ
り
裁
定
請
求
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
職
歴
が
印
字

さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
厚
生
年
金
の
あ
る
方

は
会
社
先
、
国
民
年
金
の
方
は
国
民
年
金
と
印
字
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
基
本
的
に
は
二
十
才
か
ら
一
か
月
の
空
白
が
な
い
の

が
一
番
良
い
ケ
ー
ス
で
す
。
国
民
年
金
の
期
間
が
印
字

さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
さ
れ
て
い
な

い
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は
納
付
済

み
期
間
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
の
で
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
免
除
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
裁
定
請
求
時

に
追
納
さ
れ
る
意
志
が
あ
る
か
等
の
書
類
が
送
付
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
免
除
に
は
申
請
免
除
と
法
定

免
除
が
あ
り
ま
す
。
申
請
免
除
は
、
保
険
料
を
納
め
る

の
が
経
済
的
に
難
し
い
方
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。
そ
の
為
に
は
配
偶
者
や
世
帯
主
の
所
得
の
確
認
を

行
う
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
法
定
免
除
は
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
や
、
障
害
基
礎
年
金
及
び
被
用
者
年

金
の
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
対
し
て
行
わ
れ
ま

す
。
以
上
の
免
除
制
度
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請

さ
れ
な
い
場
合
は
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
状
態
に
な

り
ま
す
。

「
国
民
年
金
保
険
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
方
へ
」

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木
利
隆

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
野
菜
の
中
で
は
長

命
で
、
一
度
植
え
れ
ば
数
年
は
収
穫
が

楽
し
め
ま
す
。
毎
年
良
い
収
穫
物
を
得

る
に
は
、
冬
の
適
切
な
手
入
れ
が
大
切

で
す
。

　
若
芽
の
収
穫
を
一
定
日
数
で
打
ち
切

り
、
芽
を
伸
ば
し
た
ま
ま
に
す
る
と
、

葉
が
開
い
て
丈
が
伸
び
、
葉
の
光
合
成

作
用
が
旺
盛
に
行
わ
れ
、
秋
に
な
る
と

同
化
養
分
が
根
に
蓄
え
ら
れ
、
11
〜
12

月
に
は
株
全
体
が
休
眠
に
入
り
ま
す
。

霜
が
3
〜
4
回
降
り
る
と
葉
の
黄
化
が

進
み
、
休
眠
は
い
っ
そ
う
深
ま
っ
て
き

ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
先
の
手
入
れ
で
大
事
な
こ

と
は
、
葉
が
完
全
に
黄
変
し
、
休
眠
が
深

ま
っ
て
い
る
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
地
際
か

ら
5
〜
6
㎝
上
の
と
こ
ろ
で
葉
を
刈
り

取
り
ま
す
。
こ
の
枯
れ
葉
に
は
茎
枯
れ

病
な
ど
の
病
原
菌
が
付
い
て
い
る
の
で
、

落
ち
た
枯
れ
葉
と
共
に
畑
の
外
に
持
ち

出
し
、
焼
却
ま
た
は
廃
棄
し
ま
す
。
こ
の

処
置
が
不
十
分
だ
と
、
病
原
菌
が
茎
葉

の
中
で
越
冬
し
、
翌
年
の
発
生
源
に
な
る

か
ら
で
す
。
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
か
き
集

め
て
処
分
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
こ
れ
ら
病
害
が
発
生
す
る
と
、
数
年

た
っ
た
大
株
で
も
枯
死
し
、
大
減
収
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
茎
葉
を
き
れ
い
に
片
付
け
た
な
ら
、

ま
ず
株
元
に
多
く
の
土
寄
せ
を
し
て
い

た
場
合
に
は
、
土
を
畝
間
に
戻
し
ま
す
。

土
寄
せ
が
少
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

ま
ま
畝
間
の
通
路
部
分
を
中
耕
し
な
が

ら
、
畝
の
両
側
に
深
め
の
施
肥
溝
を
作

り
、
そ
の
中
に
粗
大
堆
肥
（
発
酵
度
は
中

程
度
）
と
油
か
す
、
緩
効
性
の
化
成
肥
料

を
施
し
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
根
株
を
深
く

埋
め
る
よ
う
に
し
、
畝
上
に
土
を
大
き

く
上
げ
て
お
き
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で

根
株
を
冬
の
寒
気
か
ら
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
寒
さ
が
厳
し
い
地
域
ほ
ど
土

を
大
き
く
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
こ
う
し
て
越
冬
後
の
3
月
こ
ろ
、
芽

の
萌
芽
（
ほ
う
が
）
に
支
障
の
な
い
程
度

に
土
を
取
り
除
き
（
寄
せ
土
戻
し
）
、
畝

間
に
土
を
落
と
し
ま
す
。
こ
の
と
き
春
の

追
肥
と
し
て
、
化
成
肥
料
や
有
機
配
合

の
肥
料
な
ど
を
、
1
株
当
た
り
各
大
さ

じ
3
杯
程
度
を
目
安
に
与
え
て
お
き
ま

す
。
再
三
土
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
地

面
付
近
に
落
ち
て
い
た
雑
草
の
種
子
の

発
芽
を
抑
え
ら
れ
、
翌
年
の
除
草
の
手

間
が
省
け
ま
す
。

　
栽
培
年
数
が
長
く
な
り
、
株
元
の
根

系
が
過
密
に
な
り
、
株
全
体
が
浮
き
上

が
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
冬
の
休
眠
中

に
株
全
体
を
掘
り
上
げ
、
分
割
し
て
他

の
畑
に
、
株
間
を
広
げ
て
植
え
替
え
る

こ
と
で
、
再
び
勢
い
は
回
復
す
る
で
し
ょ

う
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

　
作
成
し
て
い
ま
す
。
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「
へ
そ
く
り
」
の
原
資
は
夫
の
稼

ぎ
、
と
い
う
主
婦
の
方
は
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
法
律
上
は
、

「
夫
が
稼
い
だ
お
金
は
夫
の
も
の
」

「
妻
が
稼
い
だ
お
金
は
妻
の
も
の
」
と

い
う
考
え
方
で
、
財
産
が
誰
の
も
の

か
は
、
「
財
産
の
名
義
が
誰
か
で
は
な

く
、
そ
の
お
金
は
誰
が
稼
い
だ
の
か
」

と
い
っ
た
事
実
で
判
断
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
親
が
子
供
名
義
の
口
座
を
作
っ
て

資
金
を
預
け
入
れ
し
て
い
る
場
合
も

考
え
方
は
同
じ
な
の
で
、
へ
そ
く
り
と

同
じ
く
、
親
の
財
産
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
ら
は
相
続
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
名
義
だ
け
を
借
り
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
現
金
・
貯
金
の
こ
と

を
「
名
義
貯
金
」
と
言
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
金
・
貯
金
以
外
に
そ
う

い
っ
た
財
産
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
こ
の
他
に
税
務
署
の
調
査
で

よ
く
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
契
約
者
と

共
済
掛
金
負
担
者
が
別
で
あ
る
生
命

共
済
、
い
わ
ゆ
る
「
名
義
共
済
」
で

す
。
契
約
者
の
名
義
が
妻
や
子
供
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夫
や
親
が

生
前
に
共
済
掛
金
を
負
担
し
て
い
た

ケ
ー
ス
な
ど
で
、
こ
の
場
合
も
共
済

掛
金
負
担
者
で
あ
る
夫
や
親
の
財
産

と
見
な
さ
れ
、
相
続
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
妻
名
義
で
、
共
済
満
期

時
に
妻
が
受
取
人
の
養
老
生
命
共
済

な
の
で
す
が
、
共
済
掛
金
は
夫
の
口
座

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て
お
り
、
掛
金

年
額
５０
万
円
と
い
う
共
済
契
約
。
こ

の
場
合
、
共
済
掛
金
が
贈
与
税
の
基

礎
控
除
額
で
あ
る
年
間
１
１
０
万
円

以
下
の
た
め
、
贈
与
税
は
か
か
ら
な
い

と
思
い
ま
す
か
？
実
は
こ
の
「
名
義
共

済
」
、
税
務
上
は
引
落
時
に
贈
与
に
は

な
ら
ず
、
「
出
口
」
、
つ
ま
り
「
満
期

や
解
約
時
」
に
満
期
共
済
金
や
解
約

返
戻
金
を
受
取
人
に
贈
与
し
た
扱
い

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
満
期
共
済

金
や
解
約
返
戻
金
は
ま
と
ま
っ
た
金

額
と
な
る
た
め
、
贈
与
税
の
基
礎
控

除
額
を
超
え
て
し
ま
い
、
贈
与
税
が
か

か
る
の
が
通
例
で
す
。
ま
た
相
続
税
で

は
、
共
済
に
お
い
て
５
０
０
万
円
×
法

定
相
続
人
数
と
い
う
非
課
税
枠
が
あ

り
ま
す
が
、
契
約
者
、
共
済
掛
金
負

担
者
、
受
取
人
の
形
態
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
非
課
税
枠
が
適
用
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
資
産
保
全
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
回
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー
で
こ
れ
ら

の
「
名
義
財
産
」
の
話
を
中
心
に
、
失

敗
し
な
い
贈
与
方
法
な
ど
を
詳
し
く

ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
の
内
容
に
ご

興
味
の
あ
る
方
、
お
心
当
た
り
の
あ
る

方
、
今
後
贈
与
を
検
討
し
て
い
る
方

は
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

「
へ
そ
く
り
だ
け
で
は
な
い
！
？
相
続
税
対
象
と
な
る
身
近
な
財
産
」

JAうま資産保全サポートセンター
電話：0896-24-2327　Ｅメール：shisan-support@ja-uma.or.jp 
または、JAうまホームページからお問合せ下さい。

お問合せ先

　
10
月
13
日
川
下
支
店
、
14
日
土
居
中
央
支
店
・
東
部

農
機
セ
ン
タ
ー
前
（
妻
鳥
土
地
改
良
区
駐
車
場
）
に
お

い
て
太
鼓
台
統
一
寄
席
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
沢

山
の
見
物
客
が
訪
れ
、
各
地
域
の
太
鼓
台
に
よ
る
熱
気

あ
る
演
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

太鼓台統一寄せ
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土
居
町
に
住
む
鈴
木
さ
ん
は
、
農
業
を
１
９
７
１
年
か
ら
始

め
、
現
在
は
イ
チ
ゴ
、
米
、
小
麦
の
栽
培
に
励
ん
で
い
ま
す
。

農
業
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
県
営
圃
場
整
備
事
業
を
地

域
の
方
と
協
力
し
な
が
ら
完
成
さ
せ
、
約
60
　

ha
の
圃
場
が
豊
か

な
農
地
と
し
て
よ
み
が
え
り
、
多
く
の
農
家
の
方
に
喜
ん
で
下

さ
っ
た
こ
と
だ
と
話
す
鈴
木
さ
ん
。
「
地
域
の
方
の
お
か
げ
で

受
章
出
来
た
。
皆
様
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
下
さ
っ
た
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
重
荷
に
な
ら
な
い
よ
う
今
後
も
精
一
杯
、
地
域

農
業
の
発
展
に

努
め
た
い
。
農

業
関
係
に
限
ら

ず
地
域
の
役
に

立
ち
、
少
し
で

も
恩
返
し
し
た

い
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

土居町
鈴木和夫さん

秋の褒章で旭日双光章を受章！

　
11
月
2
日
、
神
戸
市
の
神
戸
中
央
卸
売
市
場
内
の
神
果
神
戸
青

果
株
式
会
社
に
四
国
中
央
市
の
篠
原
市
長
と
Ｊ
Ａ
う
ま
の
合
田
専

務
等
が
出
向
き
、
愛
媛
の
ブ
ラ
ン
ド
里
芋
「
伊
予
美
人
」
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
と
題
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
先
頭
に
立
っ
て
行
い
ま
し

た
。
大
鍋
で
作
っ
た
約
3
0
0
食

分
の
郷
土
料
理
の
芋
炊
き
で
「
伊

予
美
人
」
を
市
場
内
の
人
た
ち
に

振
る
舞
い
ま
し
た
。

　
6
日
に
は
、
名
古
屋
市
の
セ

ン
ト
ラ
イ
青
果
市
場
内
で
も
芋

炊
き
の
試
食
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
合
田
専
務
が
セ
リ
台
の
前
に

立
ち
、
仲
卸
人
に
伊
予
美
人
の
歴

史
や
食
味
な
ど
特
徴
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
今
後
の
変
わ
ら
ぬ
お
取

引
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
「
伊
予

美
人
」
を
試
食
し
た
仲
卸
人
た
ち

か
ら
は
、
「
粘
り
が
あ
り
美
味
し

い
」
と
の
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
う
ま
で
は
、
県
や
市
等
関

係
機
関
と
連
携
し
、
里
芋
「
伊
予

美
人
」
の
消
費
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド

力
強
化
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

が
平
成
30
年
度
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
と
し
て
土
居
町
蕪
崎
に
建

設
を
進
め
る
「
愛
媛
さ
と
い
も
広

域
選
果
場
」
の
稼
働
に
よ
る
県
内

統
一
規
格
に
基
づ
く
共
同
販
売
と

共
同
選
果
に
よ
り
、
里
芋
「
伊
予

美
人
」
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
、

生
産
面
積
の
維
持
・
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

里芋「伊予美人」を全国にPR
　　　　　　　　　さらなる浸透目指す
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郵 便 は が き

四国中央市中之庄町1684‐4
JAうま 総合企画部ふれあい課

広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

62円分の切手を
はってください

①
サ
ン
タ
さ
ん
が
靴
下
に
入
れ
て
く
れ
る
か

も
②
腰
を
掛
け
る
家
具

③
自
動
車
を
洗
っ
て
か
ら
か
け
ま
す

④
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
状
態
で
す

⑥
牛
や
豚
な
ど
の
舌
の
肉

⑨
15
歳
が
志
学
、
30
歳
が
而
立
（
じ
り
つ
）

な
ら
40
歳
は

⑩
肉
や
魚
を
裁
断
し
た
と
き
に
出
る
余
り
の

と
こ
ろ

⑪
赤
│
│
だ
か
ら
青
に
な
る
ま
で
待
と
う

⑬
カ
レ
ー
│
│ 

ハ
ヤ
シ
│
│

⑭
地
獄
谷
に
い
る
も
の
は
温
泉
に
入
り
ま
す

⑯
そ
れ
と
こ
れ
と
は
話
が
│
│
だ
よ

②
磐
梯
山
の
南
側
に
あ
る
│
│
湖

⑤
タ
マ
ヂ
シ
ャ
と
も
呼
ば
れ
る
野
菜

⑦
建
物
の
壁
を
覆
う
こ
と
も
あ
る
植
物

⑧
悪
の
反
対
語

⑨
歳
末
大
売
り
出
し
の
│
│
で
2
等
が
当
た

っ
た

⑪
陰
暦
12
月
の
異
称

⑫
自
動
車
の
荷
物
を
入
れ
る
と
こ
ろ

⑭
洗
濯
物
を
ぶ
ら
下
げ
ま
す

⑮
棋
士
が
打
つ
も
の

⑯
腰
に
巻
い
て
バ
ッ
ク
ル
で
留
め
ま
す

⑰
賛
成
す
る
人
が
多
い
意
見
を
採
用
す
る
こ

と

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
12
月
25
日
（
火
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募76通）
クリヒロイ

10月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

12月号
クロスワード解答

13
※ＪＡうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、郵送してください



１．広報誌「JAうま」について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．JA事業（金融共済店舗・経済センター・産直市など）をご利用にあたって、
　ご意見・ご感想を自由にお書きください

アンケートにご協力ください

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、62円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

2019
年

2月2
6日

JAバンクえひめ
PRESENTS

　JAうまで年金のお受け取りをご予約され
た方、もしくは、既にJAうまで年金をお受
け取りの方で、ご応募いただいた中から抽
選でご招待！

プレミアムコンサート2019

中村雅俊
＆

サーカス

※詳しくはJAうまの各支店までお問い合わせください。

JAバンクえひめ全体の中から

抽選で4,500名様（2名1組2,250組）

早めの満席が想定されます。先着順につき、
　　　　　満席になり次第、締め切らせて頂きます。
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☆
土
居
北
野
の
知
人
か
ら
里
芋
「
伊
予

美
人
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。い
も
た

き
、
煮
〆
美
味
し
く
食
べ
ま
し
た
。今
月

の
朝
ご
飯
、
き
の
こ
た
っ
ぷ
り
和
風
ハ

ン
バ
ー
グ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。家
族

で
食
べ
ま
し
た
。美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

【
編
】
広
報
誌
の
ご
活
用
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
10
月
号
に
掲
載
し
た
き
の

こ
た
っ
ぷ
り
和
風
ハ
ン
バ
ー
グ
！
と
て

も
美
味
し
そ
う
で
写
真
を
見
て
い
る
と

お
腹
が
空
い
て
き
ま
す
ね
・
・
・
！（
笑
）

　
一
度
に
沢
山
の
野
菜
を
摂
る
事
が
出

来
ま
す
ね
♪

☆
義
母
か
ら
教
わ
っ
た
お
味
噌
づ
く

り
。失
敗
談
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
主
人

の
協
力
の
も
と
完
全
代
替
わ
り
2
年

目
。暑
さ
に
負
け
ず
、
仕
込
み
が
終
わ
る

と
ほ
っ
と
！
し
て
・
・
・
。

「
美
味
し
く
な
ぁ
〜
れ
」
と
願
う
ば
か

り
。

（
Ｙ
・
Ｆ
さ
ん
）

【
編
】
手
作
り
な
の
で
す
ね
！
味
噌
は
家

庭
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
日
本
料
理

の
伝
統
的
な
調
味
料
と
し
て
色
々
な
料

理
に
活
用
で
き
ま
す
ね
。私
も
挑
戦
し

て
み
よ
う
か
な
ぁ
・
・
・
。

☆
新
宮
町
で
は
こ
こ
数
年
前
か
ら
栗
拾

い
も
ま
ま
な
ら
ず
。猪
・
猿
・
鹿
・
白
鼻

心
等
々
の
害
獣
に
先
取
り
さ
れ
ま
す
。

私
が
大
声
を
出
し
て
も
、
棒
を
振
り
回

わ
し
て
も
、
チ
ラ
ッ
と
見
て
逃
げ
よ
う

と
も
せ
ず
・
・
・（
あ
の
お
ば
さ
ん
で
は

追
っ
か
け
て
は
来
れ
ま
い
・
・
・
）逆
に

威
嚇
し
て
く
る
こ
と
も
。夫
の
姿
を
見

る
と
、
黙
っ
て
い
て
も
一
目
散
に
逃
げ

て
行
く
の
で
す
！！
来
年
の
栗
拾
い
ま
で

に
は
猿
に
勝
つ
策
を
考
え
な
く
て
は
。

頑
張
り
ま
す
。（

新
宮
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

【
編
】
鳥
獣
被
害
は
本
当
に
大
変
な
問

題
で
す
よ
ね
。深
刻
で
あ
れ
ば
一
度
、
営

農
経
済
部
（
Ｊ
Ａ
う
ま
総
合
経
済
セ
ン

タ
ー
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ：

2
4

－

2
3
1
1
）へ
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

☆「
お
便
り
あ
り
が
と
う
」
コ
ー
ナ
ー
で

こ
の
間
、
取
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。何

　
新
企
画
「
笑
顔
の
写

真
」
大
募
集
!
産
業
祭
の

二
日
間
、
色
ん
な
方
に
声

を
掛
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
皆
様
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
り
、

沢
山
の
「
笑
顔
の
写
真
」
が
集
ま
り
ま

し
た
!
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
大
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
笑
顔
溢
れ
る
写
真
、
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
!

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
小
さ
な
秋
と
会
話
す
る
　
　
　
　
　
　
篠
原
ハ
ル
子

茶
の
間
の
ム
ー
ド
に
ぎ
や
か
孫
の
風
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
洋
子

イ
ケ
メ
ン
か
イ
ク
メ
ン
悩
む
彼
選
び
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
佳
甫

振
り
向
け
ば
山
坂
の
道
花
が
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
カ
ツ
子

金
木
犀
秋
の
香
り
を
乗
せ
て
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
　
　
和
子

百
年
後
「
平
成
の
世
」
を
ど
う
評
価
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
昭
美

夕
焼
け
の
役
割
詩
人
に
し
て
く
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
寛
子

雑
草
の
中
に
紅
さ
す
彼
岸
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
宗
　
照
子

何
を
も
て
明
日
を
つ
な
ぐ
青
い
空
　
　
　
　
　
　
　
　
古
山
た
ま
き

コ
ス
モ
ス
は
風
に
も
め
げ
る
咲
き
誇
る
　
　
　
　
　
　
一
柳
ヒ
サ
子

投
句
募
集
中
！

「まちがいさがし」答え ： 3 …………お寺の屋根が高い　　 6 …………そばが短い　　 8 …………椅子の背もたれが低い
　　　　　　　　　　    9 …………小鉢の形が違う　　 11 …………エビの天ぷらが少ない

度
も
読
み
返
し
ま
し
た
。次
回
か
ら
、

イ
ラ
ス
ト
に
で
も
挑
戦
し
て
み
よ
う
か

な
？

（
Ｈ
・
Ｆ
さ
ん
）

【
編
】
い
つ
も
皆
様
か
ら
の
お
便
り
楽
し

く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
イ
ラ
ス
ト
に
も
挑
戦
し
て
み

て
下
さ
い
ね
！

お
便
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

☆「
当
選
の
商
品
券
」
が
届
き
、
と
っ
て

も
う
れ
し
い
で
す
。毎
回
「
当
た
り
ま
す

よ
う
に
」
と
出
し
て
い
ま
す
。あ
た
り
前

の
日
常
が
ど
ん
な
に
あ
り
が
た
い
こ
と

か
・
・
・
。私
は
5
0
0
円
の
商
品
券
に

ほ
っ
こ
り
し
て
い
ま
す
。さ
さ
や
か
な

幸
せ
で
す
。広
報
誌
が
ま
す
ま
す
充
実

し
ま
す
よ
う
に
！

（
ヒ
ロ
リ
ン
さ
ん
）

【
編
】　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
毎
回
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
応
募
い
た

だ
き
、
私
も
す
ご
く
幸
せ
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
産
直
市
で
の
お
買
い
物
、
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
ね
♪

☆
今
年
も
秋
祭
り
の
時
期
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。季
節
の
食
材
を
使
っ
て
作
っ

て
く
れ
た
、
母
の
少
し
甘
め
の
バ
ラ
寿

司
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。栗

や
今
回
特
集
の
里
芋
や
落
花
生
・
・
・

な
ど
、
そ
の
時
々
で
旬
の
も
の
を
使
っ

て
季
節
感
が
あ
り
ま
し
た
。後
世
に
残

し
て
い
き
た
い

味
で
す
。

（
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

【
編
】
少
し
ず
つ

涼
し
く
な
り
、

金
木
犀
の
香
り

が
す
る
と
今
年

も
太
鼓
の
季

節
が
や
っ
て
き

た
！
と
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
す（
笑
）

バ
ラ
寿
司
の
具

材
や
味
、
家
庭

に
よ
っ
て
様
々

で
す
ね
♪

せ
み
の
声
虫
の
声
さ
え
静
ま
り
て
秋
雨
の
ふ
る
紅
葉
を
ま
え
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
幸
子

投
げ
釣
り
の
親
子
の
並
び
秋
の
浜
お
に
ぎ
り
食
べ
る
会
話
の
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
慶
喜

秋
風
の
木
々
の
葉
揺
ら
し
き
ら
き
ら
と
露
落
つ
る
道
子
ら
走
り
抜
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
和
子

十
三
年
亡
夫
な
ほ
恋
し
石
蕗
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
順
子

老
集
ひ
夕
焼
小
焼
の
大
合
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

祝
は
れ
て
歌
で
つ
な
が
る
敬
老
会
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

巡
り
来
る
月
日
の
早
さ
水
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

汗
の
児
が
抱
き
つ
い
て
く
る
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
　
　
谷
　
　
秀
子

沈
む
も
の
沈
め
て
池
の
水
澄
め
り
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

草
む
ら
に
瑠
璃
鮮
や
け
し
螢
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
寿
子

ホ
ウ
セ
ン
カ
種
は
は
じ
け
て
小
径
か
な
　
　
　
　
　
　
山
本
　
昭
子

月
も
出
て
松
の
枝
振
り
写
す
庭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
智
子

つ
ま

つ
わ

（
Ａ
Ｏ
さ
ん
）

つ
ゆ
草
癒
さ
れ
ま
す
ね
。

【
編
】

（
き
よ
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
何

か
さ
れ
ま
し
た
か
？

【
編
】

（
は
な
さ
ん
）

可
愛
い
猫
で
す
ね
♪
ど
こ
に

い
っ
て
い
る
の
か
な
？

【
編
】
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12 月の予定 ※11月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～正午）

天皇誕生日

振替休日

特集1
　こだわりがつまった寺尾果樹園  寺尾奏周さん
特集2
　あぐりスクール第5期生　全カリキュラム終了

年金 豊岡支店

年金 本店 年金 中曽根支店年金 長津支店

年金 土居中央支店

年金 松柏支店 年金 川之江中央支店年金 金生支店

年金 寒川支店

●編集・発行／四国中央市中之庄町1684番地4　JAうま総合企画部ふれあい課「JAうま」広報委員会

介護 川之江中央支店

介護 ・・・介護相談会（午前10時～正午）


